
北方領土隣接地域における受入環境調査

１．調査の目的

２．調査の内容

３．調査プロセス

本業務は、北方領土隣接地域（根室市、別海町、中標津町、標津町及び羅臼町。以下「対象地域」という。）におけ
る受入環境を把握するため、対象地域における宿泊者の動態や宿泊環境（宿泊施設の不足、人手不足による宿泊施設
の稼働率の低下など、受入れ環境の課題）を調査・分析し、実現可能な課題の軽減・解消方策を見いだすことを目的とす
る。

・対象地域及びその周辺地域における受入環境把握に向けた基礎調査
・対象地域の宿泊環境調査
・対象地域の民泊等宿泊施設の清掃員の人材不足等に関する解決手法の調査

地域の現状調査

宿泊施設の利用状況に係る
基礎調査 等

宿泊環境調査

宿泊環境の課題抽出
宿泊施設数 宿泊施設の人手不足

既存宿泊施設の
人材確保手法の検討

実証実験

実現方策の検討

各種統計データ整理
・人口、事業所数等の統計データ整理

アンケート調査・ヒアリング調査等
・宿泊施設（斜里町含む）へのアンケート
・宿泊施設（斜里町含む）へのヒアリング

ヒアリング調査等
・関係事業者へのヒアリング
・宿泊環境調査・分析

人材確保手法の検討
・人材確保手法の先行事例
・文献調査
・地域内、地域外の人材確保手法の検討

民間サービスを活用した実証実験の実施
・スポットワークの導入提案
・おしごと旅の導入提案・実施


